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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文は，高等植物の転写因子の一つである DREB1A1及び関連遺伝子群の発現と実用性に関わる研究で
ある。シロイヌナズナから単離された転写因子の AtDREB1A遺伝子は環境ストレスに対して耐性を誘導す
ること，また rd29Aプロモーターはストレスに応答して活性を発揮することが知られている。これらを結
合した遺伝子を用いて，遺伝子組換えジャガイモが作成され，耐塩性及び耐凍性についての表現型及び遺伝
子発現の評価がなされた。
（1）耐塩性：同質 4倍性ジャガイモ品種 Desiree由来の組換え体が 120系統得られた。これらについて，高
濃度の塩水（2M NaCl）を用いて耐塩性を評価し，耐性が予備的に認められたものについて反復試験によ
る耐性の定量解析を行った。
a）遺伝子組換え体ジャガイモの数系統は，原品種の Desireeに比べ顕著に高い耐塩性を示した。これは
耐塩性育種にも充分用いられる可能性のあるものであった。b）サザン解析を行い導入遺伝子の数と耐性
の程度の対応を調べたが，同質 4倍体において，一個の遺伝子が導入されても耐性誘導は十分におこるこ
とが認められた。c）これら系統について，ノーザン解析によって遺伝子発現を定量した結果，耐塩性と
AtDREB1Aの発現は有意な相関があることが認められた。d）組換え遺伝子のコピー数と遺伝子発現の程
度及び耐性の対応についても検討し，3-4の範囲の組換え遺伝子のコピー数の増加に伴って耐性が上がる
ことが示された。
（2）耐凍性：耐塩性の程度が評価された系統について，低温に対する耐性を評価した。4℃から－ 20℃へ段
階的に低温誘導を行い，反復試験による耐性の定量解析を行った。
a）遺伝子組換え体系統群について，明らかに低温に強い系統が存在した。b）導入遺伝子の数と耐性の程
度の対応を調べたが，同質 4倍体において，ひとつの組換え遺伝子でも耐性誘導は十分におこることが認
められた。c）ノーザン解析によって遺伝子発現を定量した結果，耐塩性と AtDREB1Aの発現は有意な相
関があることが認められた。d）組換え遺伝子のコピー数と遺伝子発現の程度及び耐性の対応についても
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検討したが，コピー数と耐性との相関は認められなかった。耐塩性とは異なる遺伝子の発現調整がなされ
ていることが示唆された。
（3）耐塩性と耐凍性の相関：上記の 2耐性形質及び遺伝子について各々の間の相関性を調査したが，必ずし
も耐塩性を持つものが耐凍性を示すとは限らなかった。しかしながら，耐塩性と耐凍性を両方兼ね備える
系統も本研究から得られており，遺伝子発現の調整と形質発現の関わりを調査する基本材料が得られた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　遺伝的組成が複雑で，定量解析が難しい同質 4倍体であるジャガイモで，環境耐性誘導に関わる転写因子
が低コピーで十分機能すること，そしてこれまで例のない強い環境耐性の誘導に成功したことは，新しい知
見である。育種的にも従来の品種改良とは異なる技術，材料及び作業によって環境耐性系統の作出が可能で
あることを示し，実用的な可能性も示された。
　これらの研究結果はその科学的な新規性および農業利用の面で有用性が極めて高く，審査員が一致してそ
の価値を認めた。
　よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
